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本事業の概要（Ｒ６年度版）

◼ 背景：マイクロプラスチック（MicP）の生物・生態系への影響が懸念されているが、その有害性やリスクを可能な限
り定量的に明らかにすることが必要

◼ 目標： MicPのばく露・環境中運命、水生生物に対する有害性等に関する科学的知見を収集した上で、生物・
生態系への影響を定量的に把握すべく、リスク評価手法案の確立を目指し、将来的に行政の判断材料となるリス
クを見積もる（MicPの生物・生態系への影響に関しては、粒子による影響と化学物質による影響が懸念されているが、本検討で
は主に水生生物への粒子による影響を対象とした※）

【有害性評価分科会】
 文献査読時の留意点の精査と査読に係る課題の取り

まとめ
 水生生物（魚類、甲殻類、その他(二枚貝)）に対する
MicPの影響濃度の把握

リスク評価試行

【リスク評価検討委員会】
 ばく露と有害性の結果を用いたMicPのリスク評価手法の試行・検討

【ばく露等評価分科会】
 微細MicP（粒径＜330μm）の推計手法に関する整理

と課題の取りまとめ
 有害性と比較可能なパラメータ（個数、重量、体積、表面積

等）間の換算の精緻化に向けた検討と課題の取りまとめ

物化性状ばく露 有害性

リスク評価試行に向けた横断的検討

【拡大分科会（R6)／合同分科会（R5)】
 ばく露と有害性の結果を用いたMicPのリスク評価手法の改善
 ばく露・有害性それぞれの改善にむけた課題整理

※ 主に水生生物（魚類等）
への粒子による影響を想定
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